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この資料は、「筑前町の歴史」、「夜須の民話と伝
説」、インターネット等を引用し作成しています。

松延は、松延本村区、松延新道区
があります。 松延、石櫃の神社、遺
跡等を紹介します。
これからの時代、健康づくりが大
切です。歴史を感じながら散歩を楽
しみましょう。コロナに負けるな！

追分石
石櫃は、甘木へ往還で、旧筑後

国の松崎への分岐点でもある。追
分石は江戸時代の初め頃の道標で、
「右 肥後 薩摩道」(天下道)、
「左 豊後 秋月 日田 甘木道」と
しるされている。
石櫃は、当時山家宿の下宿として
賑わい、道標は山家宿の問屋、武
作（たけさく）が世話人となって
設置したとされる。

筑前町古代人の動物の狩り
（梨子木遺跡：筑前町史より）

松延で発掘調査が行われた梨子
木（なしのき）遺跡の報告書（文
献一九九九）から、落し穴の図と
写真を抜粋し紹介をします。落し
穴は、総計四〇基検出されている。
イノシシ・シカなどの哺乳類を捕
獲するためと考えられている。穴
は、一個のものと二個の連穴のも
のがある。長径一・五㍍前後、短
径一㍍前後、深さ一㍍前後で、穴
底には、杭（くい）が立てられて
いたと思われる穴（径二〇～三〇
cm、深さ四〇～六〇cm）が掘ら
れている。獣がこの穴に落ちると、
杭と穴壁に挟まれて自由に身動き
が出来ず、捕獲されたと考えられ
ている。

梨子木遺跡 落し穴の図

松延池からの風景
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